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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜研修案内＞
・第7回法人研修と第9回院内研修のレポートを3/31日（木）までに提出しましょう。
法人研修のレポートは、教育委員会宛てにメールを返信。
院内研修のレポートは、共有フォルダの2021年度教育委員会→レポート提出用フォルダ！！提出はこちら！！へ保存してください。
＜全体連絡＞

・利用者様の評価について
2021年2月以降に登録となった利用者様の転倒転落アセスメントスコアシート、LASMIの作成、電カルへのアップロードを早急に行いましょう
対象利用者様→山下　拓也様
・4月1日付疾患別診療計画書 作成・アップロード期日 4/15(金)厳守
※疾患別診療計画書の職員名簿は「菅原静香」さんの名前は除外しておくように。
・4/1からデイケア/ショートケアの規模登録が大規模から小規模へ変更となります。(それに伴い定員数と診療報酬点数が変更になります)

※本日カンファ内で新型コロナ発生時の利用者様連絡の方法について検討会を行っています。
＜利用者様情報＞
デイケア
・角濱　義弘様　～性別：男性　年齢：56歳　診断名：広汎性発達障害
10:30苅田Ns同伴で見学を実施。来館時より表情は虚ろで歩行はふらついており不調を訴えている。青陽館概要について紹介し、主治医からデイケアを紹介をされた理由について自身としてはどう思っているかを尋ねると「ずっと部屋で寝てばかりいるからだと思います」と話しており、体力作り/生活リズム作り、ストレス耐性を高めていくことを目的として通う事を提案している。本人様の訴えとしては「1日いるなんて無理だな」「家から通えそうにないな」と繰り返し話すものの、入院中から通って時間をかけて慣れていきたいことを話している。体験利用についてはコロナ対策としてどう実施していくかを協議していることを伝えている。館内設備の紹介で館内を歩いて回っている途中で疲労感を訴え、そこで見学を終了としている。
・原田　奈津紀様～相談があるとの事で対応する。現在住んでいる貸家を更新するが、2年後に父様と同居を考えているが、互いにどう関わって行けばストレスを感じずに過ごす事ができるかと。父様は動物が苦手との事で原田さんの飼っているペットは自分の部屋で飼う事や共同スペースに連れていく時はキャリーケースやゲージで対応してはどうか提案している。生活費や食費等の金銭面、同居する上で互いに不安に思っている事を皆で（父様・原田さん夫婦・娘様）話し合うのが良いかなと本人様は話している。
ショートケア
特記無し
デイナイトケア
・中居　美津子様～13時45分スタッフが体調確認をした際に味覚異常（味がしない、おいしさがわからない　と発言）の訴えあり。詳細を問うと、26日（土）27日（日）からお菓子を食べても味がわかりにくいと感じていたこと、以前の主治医面談時に胃痛の為胃薬（レバミピド錠）が処方され、その副作用で嗅覚異常になっていると思っていることを話している。腋下検温しT36.3℃。その他胃痛があるとの事。上記を病院管理者へ報告し、新型コロナウイルス抗原検査の指示あり、14時5分検査実施。14時15分陰性であり、結果を病院管理者へ伝え、デイナイトケアは通常通りの利用としている。
